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　町道渡線緊急地方道路整備事業　8,001 万円

　町道久住線道路改良事業　1,900 万４千円

　町道近江畑線道路改良事業　1,900 万５千円

　特定農山村地域活動支援事業　169 万 3千円

　　農産物加工品の開発･普及により高収益･　

　高付加価値型農業の展開及び「ひの郷会」を

　中心とした都市との交流による、農産物の販

　路拡大を視野に入れた地域間交流の促進。

　畜産振興　155 万円

　　家畜導入奨励事業 ･ 予防接種補助金、和牛

　部会補助金等。

　県営奥日野広域農道整備　1,222 万 6 千円

　　日野町から日南町及び広島県東城町に至る

　広域農道の整備事業負担。

　地籍調査事業　345 万 1千円

　　地籍調査（久住地区の一部）。

　森林づくり交付金事業　874 万 6千円

　　作業道の開設。

　森林整備地域活動支援事業　2,524 万 2 千円

　　森林施業団地の協定に基づき、適正に森林

　施業が実施されるよう活動を確保するための

　支援交付金。

　とっとりの森づくり推進事業　52 万 8千円

　　水源かん養や国土保全などの公益的な機能

　を持続的に発揮させるため、森林環境の保全

　及び森林をみんなで育てる意識高揚の活動

（小学生による椎茸生産、枝打ち・植栽体験）。

　広域基幹林道宝仏山線開設事業　402万4千円

　　県営事業により基幹林道宝仏山線を開設。

　合併処理浄化槽設置事業　2,237 万 5 千円

　　7 人槽 ･25 基設置を支援。

　生ごみ減量化促進事業　5万円

　　生ごみ処理機購入者に対し１万円の補助金

　を交付。

　除雪事業　1,226 万 7 千円

　　町道等、生活道の除雪。

○教育委員会○
　根雨小学校 2 年生 30 人学級実施　200 万円

　　根雨小学校 2 年生が 30 人以上のため、県の

　支援制度により 2 学級とするための加配教員

　を配置。

　日野中学校１年生３０人学級実施　200 万円

　　日野中学校 1 年生が 36 人となり、県の支援

　制度により２学級とするための加配教員を配

　置。

　特色ある学校づくり交付金　150 万円

　　小中学校の特色ある学校づくりの推進。　

　児童生徒の学力向上、不登校問題、進路指導、

　勤労生産、総合的学習を促進。

　高齢者教育 ･ 公民館学習　56 万 8千円

　　おしどり学園および専門講座の実施。健康

　づくり事業と連携し ､ 各種講座を開催するほ

　か ､ 地域等への推進事業。

　町民ミュージカル　301 万 4千円

　　町民参加型ミュージカルの開催。

　図書購入　350 万円

　　図書館用図書、視聴覚資料など。

　スポーツ教室開催　20 万 8千円

　　健康づくり事業と連携した生涯スポーツの

　推進。

　地域指導主事設置　100 万円

　　学校と地域の協力等による特色ある地域教

　育の確立を図るためのコーディネーターとし

　て、地域指導　主事を配置。

　学校給食　1,581 万 7 千円

　　日野郡産米を使用した週５日の完全米飯給

　食を推進し、ごはんを中心とした日本型食生

　活の普及を図るとともに、地産地消を推進。

　人権・同和教育の推進　87 万 5千円

　　人権・同和教育学習講座の開催による啓発

　教育の強化。出前講座による啓発、町人権同

　和教育推進協　議会の事業活性化。
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平成 17 年度の主な事業をまとめました
○総務企画課○
　町長選挙　650 万円

　過疎バス対策事業　1,226 万 2 千円

　　町内バス路線の維持。

　統計調査　305 万 1千円

　　国勢調査など。

　

○健康福祉課○
　福祉専門員奨学金貸付事業　360 万円

　障害者福祉対策事業　7,285 万 8 千円

　　障害者居宅、施設入 ･ 通所支援等。

　高齢者在宅福祉事業　780 万 7千円　　

　介護予防教室、自立支援ヘルパー派遣事業等。

　精神障害者福祉事業　1,077 万 5 千円

　　精神障害者の社会復帰を図るため、精神障

　害者小規模作業所、グループホーム運営の支

　援。　

　健康推進事業　1,287 万円

　　生活習慣病、要介護状態の予防のための検

　診 ･ 健康教室 ･ 健康相談等。

　出生祝　175 万円

　　出生祝金の支給。

　保育所運営　１億 2,968 万 5 千円

　母子保健　186 万円

　　妊産婦、乳幼児の健康保持 ･増進及び育児

　支援。

　予防接種　636 万 9 千円

　　病気予防のため予防接種を行い、健康保持･

　増進を支援。

○産業振興課○

　中小企業小口融資事業　5,623 万 3 千円

　　中小企業に対する設備資金及び運転資金の

　融資のための貸付金の預託。

　オシドリ観察事業　41 万 6千円

　　オシドリグループへの支援等。
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